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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

三 浦 祐 成 さ ん

ゆ と り あ る 住 生 活 推 進 協議 会 」 が 主 催 す る 。　
伝 統 的 な 日 本 家 屋 に

は 、 瓦 、 土 壁 、 縁 側 、 続き 間 、 畳 、 ふ す ま を は じめ 、 各 地 域 の 気 候 ・ 風土 ・ 文 化 に 根 ざ し た 空間 ・ 意 匠 、 構 法 ・ 材 料 など 、  「 住 ま い づ く り 」 の知 恵 が 息 づ い て い る 。 だが 近 年 は 、 伝 統 的 な 住 まい づ く り と と も に 、 そ こか ら 生 み 出 さ れ た 暮 ら しの 文 化 も 失 わ れ つ つ ある 。 そ こ で 、 ２ ０ １ ３ 年７ 月 に 「 和 の 住 ま い 推 進関 係 省 庁 連 絡 会 議 」 が 発足 。 そ の 活 動 の 一 環 と して 、  「 和 の 住 ま い 推 進 リレ ー シ ン ポ ジ ウ ム 」 は 毎年 全 国 各 地 で 開 催 。 県 内で 開 か れ る の は 、 今 回 で４ 回 目 と な る 。　
当 日 は ま ず 、 国 土 交 通

省 、 文 化 庁 、 観 光 庁 の 各

　 「 和 の 住 ま い 推 進 リ レー シ ン ポ ジ ウ ム ｉ ｎ 山口 」 が 、

1 1月 ３ 日 （ 月 ・

祝 ） 午 後 １ 時 半 か ら ５ 時ま で 、 Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 維 新 ホ ール （ 山 口 市 小 郡 令 和 １ ）で 開 か れ る 。  「 和 の 住 まい 推 進 関 係 省 庁 連 絡 会議 」  （ 文 化 庁 、 農 林 水 産省 、 林 野 庁 、 経 済 産 業省 、 国 土 交 通 省 、 観 光 庁で 構 成 ） 協 力 の 下 、  「 県

担 当 者 が 、  「 和 の 住 ま いに 関 す る 各 省 庁 の 施 策 につ い て 」 報 告 。 続 い て 、県 土 木 建 築 部 住 宅 課 の 山根 昌 浩 課 長 が 「 山 口 県 にお け る 空 き 家 対 策 」 に つい て 話 し 、 住 宅 金 融 支 援機 構 中 国 支 店 の 担 当 者 が
「 リ ノ ベ ー シ ョ ン に 活 用

で き る フ ラ ッ ト

3 5等 の 融

資 制 度 」 を 説 明 す る 。　
そ し て 、 新 建 新 聞 社 の

三 浦 祐 成 社 長 に よ る 基 調講 演 「 空 き 家 を 生 か し 街

1 1月 ３ 日「 和 の 住 ま い 」 推 進 に 向 け シ ン ポ
活 用 す る こ と で 空 き 家 も 「 地 域 資 源 」 に

を 元 気 に す る 最 新 リ ノ ベー シ ョ ン 手 法 」  。 空 き 家対 策 が 急 務 と な り 法 整 備も 進 む 中 、 民 泊 や 店 舗 など の 利 活 用 に よ っ て 地 域活 性 化 に つ な が っ て い る事 例 な ど を 話 す 。　
定 員 は １ ０ ０ 人 （ 先

着 ）  。 聴 講 は 無 料 だ が 、事 務 局 の 県 建 築 士 事 務 所協 会 へ の 事 前 申 し 込 み が必 要 だ 。 希 望 者 は フ ァ クス （

０ ８ ３

－

９ ２ ５

－

６ ７ ６ ３ ） ま た は メ ー ル（

aak34230@pop
21.odn.

ne.jp

） で 、 氏 名 、 勤 務

先 ・ 学 校 名 、 住 所 、 連 絡先 を 伝 え る 。 問 い 合 わ せ１
　
山 口 市 桜 畠 ３

－

２

－

１
　 （ 公 財 ） や ま ぐ ち 農

林 振 興 公 社 緑 化 企 画 室へ 。

3 0日  （ 木 ）  消 印 有 効 。

定 員 は

2 3人 で 、 応 募 者 多

数 の 場 合 は 抽 選 と な る 。

生 年 月 日 、 電 話 番 号 を 明記 し 、 〒 ７ ５ ３

－

０ ０ ２

宮 （ 岩 国 市 ）  、 寂 地 峡
（ 同 ） の ４ カ 所 を 訪 問 、

午 後 ５ 時 に 帰 着 す る 。 水源 公 園 の 一 本 杉 （ 吉 賀 町指 定 天 然 記 念 物 ） や 宇 佐八 幡 宮 の ス ギ 巨 樹 群 （ 県指 定 天 然 記 念 物 ） な どを 、 樹 木 医 と 観 察 す る 。　
参 加 費 は ６ ０ ０ ０ 円

で 、 昼 食 代 や 保 険 料 も 含ま れ る 。 申 し 込 み は 、 はが き に 参 加 者 全 員 （ ２ 人ま で ） の 郵 便 番 号 、 住所 、 氏 名 （ ふ り が な ）  、

　 「 や ま ぐ ち 緑 の 回 廊 ツア ー 〜 西 中 国 山 地 の 巨木 ・ 紅 葉 を 訪 ね て 」 の 参加 者 が 募 集 さ れ て い る 。県 東 部 お よ び 島 根 県 西 部の 巨 木 と 紅 葉 を バ ス で 巡る 日 帰 り ツ ア ー で 、 開 催日 は

1 1月

1 8日  （ 火 ）  。

　
当 日 は 、 午 前 ８ 時

2 0分

ま で に 維 新 百 年 記 念 公 園（ 山 口 市 維 新 公 園 ４ ） に集 合 し 、 鹿 野 清 流 通 り（ 周 南 市 ）  、 水 源 公 園 （ 島根 県 吉 賀 町 ）  、 宇 佐 八 幡

は 同 会 （

☎
０ ８ ３

－

９ ２

５

－ ６ ７ ０ １ ） へ 。

　
主 催 者 は 「 山 口 県 で は

５ 軒 に １ 軒 が 空 き 家 と なっ て い る が 、 点 在 す る 空き 家 は 活 用 す る こ と で 地域 の 『 資 源 』 に 変 わ る 。
『 実 家 が 空 き 家 に な っ て

い る 』 と い っ た 人 に は 、そ の 利 活 用 へ の ヒ ン ト がも ら え る と 思 う 」 と 聴 講を 呼 び 掛 け て い る 。

西 中 国 山 地 の 巨 木 と 紅 葉 を バ  ス  で 訪 ね る
樹 木 医 と  「 や ま ぐ ち 緑 の 回 廊 ツ ア ー 」

１ １ 月  １ ８ 日
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バ ザ ー に は カ ラ フ ル な 製  品 が  並  ぶ

（  左  か ら ） 土  本 さ ん  、 山  本 さ ん  、 平  田 さ ん

　 「  『 天 空 と 大 地 の 調 べ 〜ア ン デ ス 音 楽 ４ グ ル ー ポの 共 演 』 ＆ ペ ル ー 展 」が 、

1 1月 １ 日  （ 土 ）  に 県 政

資 料 館 （ 旧 県 会 議 事 堂 、山 口 市 滝 町 １ ） で 開 か れる 。 県 ペ ル ー 協 会 （ 二 井関 成 会 長 ） の 主 催 。 岩 国出 身 の 「 ペ ル ー 移 民 の父 」 こ と 田 中 貞 吉 （ １ ８５ ７

－

１ ９ ０ ５ ） の 没 後

１ ２ ０ 年 を 記 念 し て 開 催さ れ る 。　
ペ ル ー 展 は 、 午 前

1 1時

か ら 午 後 ４ 時

1 0分 ま で 。

１ ８ ９ ９ 年 （ 明 治

3 2年 ）

２ 月

2 7日 、 日 本 か ら ペ ル

ー へ の 初 め て の 移 民 が 、横 浜 港 を 出 発 し た 。 そ の

道 筋 を つ け た 田 中 貞吉 と 、 山 口 県 民 の ペル ー 移 民 の 歴 史 を パネ ル で 紹 介 。 バ ザ ーコ ー ナ ー で は 、 マ フラ ー 、 手 袋 、 ポ ン チョ 等 カ ラ フ ル な ア ルパ カ 製 品 を 、 市 価 の３ 分 の １ 程 度 の 値 段で 買 う こ と が で き

る 。 さ ら に 、 ア ン デ ス の「 天 日 塩 」 や ペ ル ー の クリ ス マ ス 菓 子 「 パ ネ ト ーン 」  、 イ ン カ コ ー ラ な ど販 売 。 収 益 金 は 、 ペ ル ー山 口 学 校 へ 全 額 寄 付 さ れる 。　
「 天 空 と 大 地 の 調 べ 〜

ア ン デ ス 音 楽 ４ グ ル ー ポの 共 演 」 は 、 午 後 １ 時

2 0

分 に 開 演 。 今 井 勉 （ パ ンフ ル ー ト 演 奏 ）  、 Ｔ Ｒ ＩＯ
　
Ｍ Ｕ Ｙ Ｕ （ ア ン デ ス

音 楽 演 奏 ）  、 Ｋ Ｉ Ｃ Ｈ ＷＡ Ｓ （ 多 国 籍 デ ュ オ ）  、３ 人 ア ン デ ス （ 南 米 ボ リビ ア 在 住 の 歌 手 ・ 秋 元 広行 来 日 時 の ツ ア ー バ ンド ） ＆ 橋 本 仁 （ ケ ー ナ ・サ ン ポ ー ニ ャ 演 奏 ） が 出演 す る 。 Ｔ Ｒ Ｉ Ｏ

　
Ｍ Ｕ

Ｙ Ｕ の 木 村 嶺 汰 （ 岩 国市 ） と 山 本 尋 （ 下 関市 ）  、 Ｋ Ｉ Ｃ Ｈ Ｗ Ａ Ｓ の野 村 涼 馬 （ 光 市 ） は 山 口県 の 出 身 だ 。 前 売 り 券は 、 一 般 ３ ５ ０ ０ 円 、 中学 生 以 下 １ ０ ０ ０ 円 で 、Ｙ Ｃ Ａ Ｍ 、 山 口 市 民 会

ペ ル ー
協 会

1 1月 １ 日

「 天 空 と 大 地 の 調 べ 」
展 示 ・ バ ザ ー と ア ン デ ス 音 楽 演 奏

館 、 県 庁 売 店 で 販 売 中 。電 話 予 約 （ 当 日 渡 し ）は 、 同 会 の 岡 孝 則 さ ん　
バ ロ ッ ク ・ フ ル ー ト 、

リ コ ー ダ ー 、 チ ェ ン バ ロに よ る 音 楽 演 奏 が 楽 し める 「 三 つ の 古 楽 器 に よ る音 の 対 話 」 が 、

1 1月 ３ 日

（ 月 ・ 祝 ） 午 後 ２ 時 から 、 Ｃ ・ Ｓ 赤 れ ん が （ 山口 市 中 河 原 町 ５ 、

☎
０ ８

３

－

９ ２ ８

－

６ ６ ６ ６ ）

で 開 か れ る 。 同 館 と 山 口市 の 主 催 。　
ジ ャ ッ ク ＝ ア ン ト ワ ー

ヌ ・ ブ レ ッ シ ュ （ バ ロ ック ・ フ ル ー ト ＆ リ コ ー ダー ）  、 水 内 謙 一 （ リ コ ーダ ー ）  、 村 上 暁 美 （ チ ェン バ ロ ） の ３ 人 が 出 演 する 。　 「 吹 い た 息 が そ の ま ま音 に な る リ コ ー ダ ー は 、甘 く 親 し み や す い 素 朴 な

音 色 。 ア ン ブ シ ュ ア （ 唇の 形 ） で 音 色 を 作 る フ ルー ト は 、 陰 影 の あ る 深 い音 色 。 ど ち ら も

1 7世 紀 か

ら

1 8世 紀 初 頭 の バ ロ ッ ク

期 に 人 気 の あ っ た 木 管 楽器 だ が 、 そ の 性 格 や レ パー ト リ ー は 異 な っ て いる 。 こ の 催 し で は 、 フ ルー ト と リ コ ー ダ ー 両 方 の名 手 と し て 知 ら れ 、 欧 州の 主 要 な バ ロ ッ ク ・ オ ーケ ス ト ラ で 活 躍 す る ジ ャッ ク ＝ ア ン ト ワ ー ヌ ・ ブレ ッ シ ュ を フ ラ ン ス か ら迎 え 、 フ ラ ン ス と ド イツ ・ バ ロ ッ ク の レ パ ー トリ ー を 演 奏 。  『 縦 』 の リコ ー ダ ー と 『 横 』 の バ ロッ ク ・ フ ル ー ト 、 ２ 種 類の 笛 の ハ ー モ ニ ー を 楽 しみ つ つ 、 当 時 の 雰 囲 気 を少 し で も 感 じ て も ら え たら 」 と 主 催 者 。　
演 奏 曲 は 「 フ ル ー ト と

チ ェ ン バ ロ の た め の ソ ナタ

 イ 長 調

 Ｂ Ｗ Ｖ

 １ ０ ３

２ 」  （ バ ッ ハ ）  、  「 ト リ オソ ナ タ

 ト 長 調

 Ｂ Ｗ Ｖ

 １

０ ３ ９ 」  （ 同 ）  、  「 無 伴 奏フ ル ー ト の た め の フ ァ ンタ ジ ア 」  （ テ レ マ ン ）  、「 ト リ オ ・ ソ ナ タ 」  （ シ ェロ ン ） な ど 。　
前 売 り 券 は ２ ０ ０ ０ 円

で 、 同 館 、 Ｙ Ｃ Ａ Ｍ 、 山口 市 民 会 館 、 サ ン パ ー クあ じ す で 購 入 で き る 。 当日 券 は ２ ５ ０ ０ 円 で 、 残席 が あ る 場 合 の み 販 売 され る 。 （

０ ９ ０

－

４ ８ ０ ２

－

１ ９ ３ ６ ） へ 。 当 日 券 は各 ５ ０ ０ 円 高 。

２ 種 類 の 笛 と チ  ェ  ン  バ  ロ「 三 つ の 古 楽 器 に よ る 音 の 対 話 」
１ １ 月  ３ 日

1 6回 目 は ク  ラ シ  ッ  ク  コ  ン  サ ー ト徳 證 寺 で  「 ス ズ ム シ 講 」

あ す

　
あ す

2 6日 午 後 ２ 時 半

か ら ４ 時 ま で 、 徳 證 寺（ 山 口 市 黒 川 、

☎
０ ８

３

－

９ ２ ４

－

３ ４ ９

２ ） で 、 第

1 6回 ス ズ ム

シ 講 「 お 寺 で 演 奏 会 〜

芸 大 生 ト リ オ の 優 し い 調べ 」 が 開 か れ る 。 料 金 は５ ０ ０ 円 （ 学 生 以 下 無料 ）  。　
同 寺 で は 「 ス ズ ム シ

講 」 と 題 し た 音 楽 イ ベ ン

ト を 、 コ ロ ナ 禍を 除 き 毎 年 こ の時 期 に 開 催 し てき た 。 現 在 で は
「 葬 儀 」 や 「 法

事 」 と い う イ メー ジ の 一 般 寺 院も 、 昔 は 地 域 の

文 化 サ ロ ン と し て 機 能 して い た 。 今 一 度 お 寺 と 地域 社 会 と の 関 わ り 方 を 模索 す る 中 で 、 ２ ０ ０ ５ 年に 立 ち 上 げ た 催 し だ 。　
今 回 は 、 京 都 市 立 芸 術

大 で 音 楽 を 学 ん で い る 、土 本 梨 花 子 さ ん （ バ イ オリ ン ）  、 平 田 和 さ ん （ オー ボ エ ）  、 山 本 美 弦 さ ん（ ピ ア ノ ） の ３ 人 が 出演 。  「 オ ー ボ エ と ヴ ァ イオ リ ン の た め の 協 奏 曲

 

ハ 短 調 第 １ 楽 章 」  （ バ ッ

ハ ）  、  「 愛 の 挨 拶 」  （ エル ガ ー ）  、  「 ホ ー ル ・ ニュ ー ・ ワ ー ル ド 」  （ アラ ン ・ メ ン ケ ン ） な どを 演 奏 す る 。 山 口 市 出身 の 平 田 さ ん は 、 山 口高 管 弦 楽 部 で オ ー ボ エを 始 め た 。 そ し て 、 彼女 と 大 学 で 同 学 年 の 土本 さ ん と 山 本 さ ん は とも に 大 阪 府 出 身 で 、 国内 外 の コ ン ク ー ル で も活 躍 し て い る 。　
会 場 で は 、 フ リ ー マ

ー ケ ッ ト も 開 か れ る 。車 は 、 近 接 す る フ ジ グラ ン 山 口 の 駐 車 場 に 止め る こ と が で き る 。

 １ 行 記 事　 き ょ う ２ ５ 日 午 前 ８ 時 か ら 午 後 ０ 時 半 ま で 、「 秋 の 収 穫 感 謝 祭 」 が 大 内 ふ れ あ い 市 （ 山 口 市 大 内 矢 田 北 ３ ） で 開 か れ る 。 新 米 や 、 旬 の 野 菜 ・ 果 物 が 豊 富 に 並 ぶ 。



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ ０ 月 ２ ５ 日 ㈯

 １ 行 記 事　 輸 出 陶 磁 器 商 品 群 「 オ ー ル ド ノ リ タ ケ の 世 界 展 」 が 、 ２ ７ 日 （ 月 ） ま で 山 口 井 筒 屋 ５ 階 美 術 ギ ャ ラ リ ー で 。 同 フ ロ ア で は 、 「 秋 の 北 海 道 物 産 展 」 も 開 催 中 。

「 ２ ０ ２ ５ 年 新 年 写 真 コ ン テ ス ト 」 受 賞 作 品 紹 介

佳 作 「 紫 金 山 ・ ア ト ラ ス 彗 星 」
次 に 観 察 で き る の は 8 万 年 後 だ と 言 わ れ る 彗 星 が 地 球 に 大 接 近 し ま し た 。 パ ラ ボ ラ ア ン テ ナ と
コ ラ ボ で 撮 れ て 感 動 し ま し た 。 新 年 が 平 和 で 穏 や か な 日 々 を 過 ご せ ま す よ う に 祈 り ま し た 。

撮 影 者 ： 藤 井 恵 子 さ ん （ 山 口 市 ） 　 撮 影 日 ： ２ 0 2 4 年 1 0 月 2 0 日 　 撮 影 場 所: 山 口 市 仁 保

※ す べ て の 受 賞 作 品 は 、 サ ン デ ー 山 口 ウ ェ ブ サ イ ト（ htt p s: / / w w w. s u n d a y- y a m a g u c hi. c o.j p /
s hi n n e n / 2 0 2 5 _ s hi n n e n _ p h ot o _ wi n ni n g. p h p ） で も ご 覧 い た だ け ま す 。



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ ０ 月 ２ ５ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口

広 い 駐 車 場 が 完 備 さ れ た 新 し い ク リ ニ ッ ク

A i 内 視 鏡

大 腸 内 視 鏡 の 下 剤 前 処 置 の 個 室

　
１ ９ ８ ９ 年 （ 平 成 元 年 ） の 開 業 以 来 、 山 口 市 宮 野 の 地 で 地 域 医 療 の 一

端 を 担 っ て き た 医 療 法 人 英 知 会 原 田 内 科 胃 腸 科 医 院 が 、 改 装 工 事 を 経て 、

1 1月 ４ 日 に 「 は ら だ 内 科 ・ 内 視 鏡 ク リ ニ ッ ク 」 と し て リ ニ ュ ー ア ル

開 院 。 無 痛 に 近 い 内 視 鏡 検 査 や 、 最 新 の Ａ Ｉ 内 視 鏡 診 断 シ ス テ ム の 導 入な ど 、 時 代 に 即 し た 新 し さ と 、 患 者 の 負 担 や 不 安 の 軽 減 を 目 指 し た 専 門的 な 医 療 を 提 供 す る 。 そ れ に 伴 い 、 新 院 長 に 原 田 英 医 師 が 就 任 。 前 院 長の 原 田 元 医 師 と の ２ 人 態 勢 で 、 よ り 細 や か な 対 応 を 行 っ て い く 。 同 院 の原 田 新 院 長 に 、 内 視 鏡 検 査 や 難 病 治 療 、 地 域 医 療 へ の 想 い を 聞 い た 。
︱ ︱ リ ニ ュ ー ア ル 開 院 にあ た り 、 地 域 医 療 へ の 想い を お 聞 か せ く だ さ い 。　

原 田

　
私 は 山 口 で 生 ま

れ 、 開 業 医 だ っ た 父 の 背中 を 見 て 育 ち ま し た 。 医師 と な っ て か ら 十 数 年 、研 さ ん を 積 み 、 ７ 年 前 に山 口 赤 十 字 病 院 の 消 化 器内 科 に 赴 任 。 今 日 ま で 部長 と し て 地 域 医 療 に 携 わっ て き ま し た 。 故 郷 ・ 山口 の 落 ち 着 い た 風 土 は 大き な 魅 力 で あ り 、 こ の 地で 暮 ら し 続 け た い の と 同

時 に 、 私 な り の 形 で 地 域に 貢 献 し た い と 考 え て いま す 。 父 の よ う に 「 ま ず相 談 し て み よ う 」 と 思 って い た だ け る 身 近 な か かり つ け 医 で あ り な が ら 、専 門 的 な 医 療 も 届 け る こと で 、 安 心 し て 暮 ら せ る山 口 を 支 え て い き た い と思 い ま す 。︱ ︱ 無 痛 に 近 い 内 視 鏡 検査 と は 。　
原 田

　
大 腸 カ メ ラ や 胃

カ メ ラ は 、 現 在 増 え て いる 大 腸 が ん や 胃 が ん を 早

期 発 見 で き る 一 番 有 効 な検 査 で す 。 が ん は 命 に かか わ る 病 気 で す が 、 早 期発 見 と 治 療 で 完 治 が 期 待で き ま す 。 し か し 、  「 つら い ・ 苦 し い 」 と い う イメ ー ジ か ら 、 検 査 を た めら う 方 も 少 な く あ り ま せん 。 私 自 身 も 検 査 を 受 けた 経 験 が あ り ま す が 、「 し ん ど か っ た 」 と い うの が 正 直 な 感 想 で す 。　
そ こ で 当 院 で は 、 ご 希

望 に 応 じ て 、 鎮 静 剤 を 用い た 検 査 を 導 入 し ま した 。 検 査 は 眠 っ て い る 間に 終 わ る た め 、  「 楽 に 受け ら れ た 」 と の 声 を 多 くい た だ い て い ま す 。︱ ︱ 負 担 や 不 安 を 軽 減 する た め の 設 備 と は ？　
原 田

　
鎮 静 剤 の 使 用 で

は モ ニ タ ー を 装 着 し 、 ベッ ド 上 で の 安 静 が 必 要 とな る た め 、 負 担 の 軽 い 鎮静 剤 で の 検 査 に よ り 多 く対 応 で き る よ う 、 山 口 市内 で は 最 大 規 模 の リ カ バリ ー 室 を 完 備 し ま し た 。さ ら に 、 大 腸 内 視 鏡 の 前処 置 で あ る 下 剤 の 内 服 もト イ レ 付 き 専 用 個 室 で 快

適 に 行 え る よ う に し ま した 。 自 宅 か ら 病 院 ま で の移 動 時 の 不 安 も な く 、 安心 し て 準 備 で き ま す 。︱ ︱ こ れ ま で の 経 験 と 、内 視 鏡 診 療 に つ い て 教 えて く だ さ い 。　
原 田

　
私 は こ れ ま で 約

３ 万 件 の 内 視 鏡 検 査 の 経験 が あ り 、 山 口 赤 十 字 病院 で は 責 任 者 と し て 厚 生労 働 省 に 申 請 し 、 山 口 市で 初 め て 大 腸 が ん に 対 する 内 視 鏡 的 粘 膜 下 層 剥 離術 を 導 入 す る な ど 、 大

　
さ ら に 、 ２ ０ ２ ５ 年 発

売 の 最 新 Ａ Ｉ 内 視 鏡 診 断支 援 シ ス テ ム 「 ｇ ａ ｓ ｔｒ ｏ Ａ Ｉ

－

２ 」 を 山 口 市

で 初 導 入 し ま し た 。 大 学病 院 な ど 限 ら れ た 施 設 でし か 扱 わ れ て い な い 機 器で 、 経 験 豊 富 な 医 師 の 目と 先 端 技 術 を 組 み 合 わせ 、 微 細 な 病 変 の 発 見 と高 精 度 な 診 断 を 実 現 し てい ま す 。︱ ︱ 難 病 診 療 に も 対 応 され る そ う で す ね 。　
原 田

　
潰 瘍 性 大 腸 炎 や

ク ロ ー ン 病 と い っ た 炎 症性 腸 疾 患 （ Ｉ Ｂ Ｄ ） は 若い 世 代 か ら 発 症 し 、 そ の数 も 増 加 し て い ま す 。 私は 山 口 県 で ３ 人 、 そ して 、 山 口 市 で は 唯 一 の 学会 認 定 Ｉ Ｂ Ｄ 専 門 医 の 一人 と し て 、 多 く の 患 者 さん を 診 療 し て き ま し た 。今 後 は 土 曜 外 来 や 生 物 学的 製 剤 投 与 に も 対 応 し 、通 院 負 担 の 軽 減 に 努 め ます 。 さ ら に 、 腸 の 炎 症 を

把 握 す る こ と が で き る カル プ ロ テ ク チ ン 測 定 器 を県 内 で 初 導 入 。 再 発 を 予防 す る 、 質 の 高 い 診 療 を目 指 し ま す 。 難 病 診 療 を特 別 で は な く 「 身 近 な 医療 」 と し 、 発 症 前 と 変 わら な い 生 活 へ 近 づ け る こと を 目 指 し ま す 。︱ ︱ 消 化 器 以 外 の 診 療 にも 幅 広 く 対 応 さ れ る の でし ょ う か

。

　
原 田

　
は い 。 当 院 は 消

化 器 専 門 医 で あ る と 同 時に 、 総 合 内 科 ・ 老 年 病 専門 医 と し て 、 全 身 を 診 る視 点 を 重 視 し て い ま す 。高 血 圧 や 糖 尿 病 と い っ た生 活 習 慣 病 の 管 理 か ら 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス な どの 感 染 症 に よ る 発 熱 外来 、 各 種 ワ ク チ ン 接 種 まで 、 幅 広 く 内 科 医 と し て対 応 し ま す 。 加 齢 に 伴 う症 状 や 、 体 調 の 変 化 など 、 気 軽 に 相 談 し て い ただ き た い と 思 い ま す 。︱ ︱ 受 診 や 予 約 の 方 法 につ い て 教 え て く だ さ い 。　
原 田

　
直 接 来 院 し て い

た だ け ま す が 、 ウ ェ ブ や電 話 で 診 察 ・ 発 熱 外 来 ・胃 カ メ ラ ・ 大 腸 カ メ ラ の内 視 鏡 検 査 予 約 が で き る体 制 を 整 え ま し た 。 来 院後 に 検 査 日 程 を 決 め る ので は な く 、 事 前 予 約 で 診療 時 間 を 短 縮 で き 、 ス ムー ズ な 受 診 が 可 能 で す 。初 め て の 方 で も 安 心 し てご 利 用 い た だ け ま す 。　
過 去 の 検 査 が 辛 か っ た

方 や 、 検 査 に 苦 手 意 識 があ り 、  「 便 潜 血 検 査 な どで 要 精 密 検 査 と 言 わ れ たが 、 内 視 鏡 は ち ょ っ と… 」 と 躊 躇 さ れ て い る 方に こ そ 、 受 診 し て い た だき た い と 思 い ま す 。

１ ９ ８ ３ 年 生 ま れ 。 地 元 宮 野 小 学 校 を 卒 業 。九 州 大 医 学 部 を 卒 業 後 、 九 大 病 院 等 全 国 の 病院 で 研 さ ん を 積 む 。 医 学 博 士 （ 九 大 大 学 院 ）  、難 病 指 定 医 、

内 視 鏡 学 会 専 門 医 ・ 学 術 評 議

員 ・ 英 文 紙 査 読 委 員 、 消 化 器 病 学 会 専 門 医 ・学 会 評 議 員 、 消 化 器 が ん 検 診 学 会 専 門 医 ・ 中四 国 支 部 幹 事 、 ヘ リ コ バ ク タ ー 学 会 ピ ロ リ 菌感 染 症 認 定 医 、 炎 症 性 腸 疾 患 学 会 Ｉ Ｂ Ｄ 専 門医 、 総 合 内 科 専 門 医 、 老 年 医 学 会 専 門 医 。

２

０ １ ９ 年 に 山 口 赤 十字 病 院 に 赴 任 し 、 消化 器 内 科 部 長 を 勤 める 。

2 5年

1 1月 、 は ら

だ 内 科 ・ 内 視 鏡 ク リニ ッ ク 院 長 に 就 任 。

1 1月

4日 に 原 田 内 科 胃 腸 科 が

「 は ら だ 内 科  ・  内 視 鏡 ク リ ニ  ッ  ク 」  と し て リ ニ  ュ  ー ア ル 開 院

最 新 の 設 備 と 経 験 で 地 域 医 療 を 支 え る

原 田 英 院 長 プ ロ フ ィ ー ル

腸 ・ 胃 が ん やポ リ ー プ の 内視 鏡 治 療 に 尽力 し ま し た 。　
今 後 は 当 院

で も 、 大 腸 ポリ ー プ の 日 帰り 手 術 を 積 極的 に 行 い 、 患者 さ ん の 時 間的 ・ 経 済 的 負担 を 軽 く し ます 。

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


